
平成２５年９月２０日

第五管区海上保安本部

のり養殖施設への「乗揚」海難の防止について
～９月から翌年５月まではのり網が設置されます～

特に「プレジャーボート」の船長さんは、注意が必要です

関係機関が連携して事故防止を推進しています。

○ 大阪湾・播磨灘で、のり網への乗揚げ海難が 多発！しています。

○ この３年間で２０隻、昨年８隻で “増加” 傾向にあります。



１．のり網への乗揚海難の状況

毎年９月から翌年の５月にかけては、大阪湾及び播磨灘で海苔養殖施設が

設置されるが、のり網への乗揚海難が３年間で２０隻発生。

昨年は８隻で、“増加”傾向。

○ ２０隻中の１８隻がプレジャーボート（全体の９０％）

※プレジャーボートの内訳（モーターボート１３隻、ヨット５隻）〕
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※過去３年間（H22年～H24年）に発生した２０隻の海難を基に分析
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※過去３年の海難発生隻数 計２０隻



（１）【情報提供及び周知活動】

① のり養殖漁場図及びリーフレット（資料１）の配布

MICSの海上安全情報
http://www6.kaiho.mlit.go.jp/05kanku/anzen/0500_20120906220124960_WE_209_NOR.html

神戸海上保安部
http://www6.kaiho.mlit.go.jp/05kanku/kobe/ （各保安部等へリンク）

大阪湾海上交通センター
http://www6.kaiho.mlit.go.jp/osakawan/

各海上保安部署にて、マリーナ・プレジャーボート関係者等に配布して
周知・指導を実施

② のり養殖漁場図のホームページ掲載による周知

マリーナへの周知指導状況 プレジャーボートへの現場指導状況

２. のり網への乗揚げ防止にかかる取り組み



③ 兵庫県内のり生産業者に対する講習会の実施

のり養殖施設区画の明示方法、自主警戒、海難救助の際の協力依頼。

講 習 会 の 開 催 状 況



（２）【関係機関との連携】

① 兵庫県農政環境部農林水産局水産課との打合せ会の開催

【のり網への乗揚海難防止対策を検討】

・のり養殖施設に関する設置状況の効果的な周知活動の推進

・のり養殖施設への乗揚海難の防止にかかる安全指導活動の推進

・のり養殖施設に関する設置方法、区画明示方法、資機材等の改善

・兵庫県農政環境部農林水産局水産課との合同パトロールの実施

のり養殖施設の設置状況を確認するため、県水産課及び

関西小型船安全協会と合同で海上視認調査を実施。

② 兵庫県内のり生産業者に対する講習会の実施

のり養殖施設区画の明示方法、自主警戒、海難救助の際の協力依頼。

打 合 せ 会 の 開 催 状 況 合同パトロールの実施状況

本書末尾に、合同パトロールに同乗しての取材を募集しています。

視認性の向上を
図る



資料１


